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製品名の変更について

Sun は新しい開発製品戦略の一環として、Sunの開発ツール群の製品名を Sun
WorkShop™ から Forte™ Developer に変更いたしました。製品自体の内容に変更は
なく、従来通りの高品質をお届けいたします。

これまでの Sun の主力製品である基本プログラミングツールに、Forte Fusion™ や
Forte™ for Java™ といった Forte 開発ツールの得意とする、マルチプラットフォーム
およびビジネスアプリケーション実装の機能を盛り込むことで、より広範囲できめ細
かな製品ラインが完成されました。

WorkShop 5.0 で使用されていた名称と、Forte Developer 6で使用される新しい名称
の対応については、以下の表をご覧ください。

製品名の変更に加えて、次の 2つの製品について大きな変更があります。

旧名称 新名称

Sun Visual WorkShop™ C++ Forte™ C++ Enterprise Edition 6

Sun Visual WorkShop™ C++ Personal
Edition

Forte™ C++ Personal Edition 6

Sun Performance WorkShop™ Fortran Forte™ for High Performance Computing 6

Sun Performance WorkShop™ Fortran
Personal Edition

Forte™ Fortran Desktop Edition 6

Sun WorkShop Professional™ C Forte™ C 6

Sun WorkShop™ University Edition Forte™ Developer University Edition 6
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� Forte for High Performance Computingには Sun Performance WorkShop Fortran
に含まれていたすべてのツール、および C++ コンパイラが含まれます。したがっ
て、High Performance Computingのユーザーは開発用に 1 つの製品だけを購入す
れば済むことになります。

� Forte Fortran Desktop Editionは以前の Sun Performance WorkShop Personal
Editionと同じです。ただし、この製品に含まれる Fortran コンパイラでは、自動
並列化されたコード、および明示的な指令に基づいた並列コードは生成できませ
ん。この機能は Forte for High Performance Computingに含まれる Fortranコンパ
イラでは使用できます。

Sun の開発製品を引き続きご利用いただきましてありがとうございます。今後もみな
さまのご要望にお応えする製品をお届けできるよう努力してまいります。
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はじめに

このマニュアルでは、Sun WorkShop™ リリース 6で利用できるマニュアルと、それ
らへのアクセス方法について説明します。

Sun WorkShop開発ツールへのアクセス方法
Sun WorkShop 製品コンポーネントとマニュアルページは標準ディレクトリ
/usr/bin および /usr/share/manにはインストールされません。そのため PATH

および MANPATH 環境変数を変更して Sun WorkShopコンパイラとツールにアクセス
できるようにする必要があります。

PATH環境変数を設定する必要があるかどうか判断するには以下を実行します。

1. 次のように入力して、PATH 変数の現在値を表示します。

2. 出力内容から /opt/SUNWspro/bin を含むパスの文字列を検索します。

パスがある場合は、PATH 変数は Sun WorkShop 開発ツールにアクセスできるように
設定されています。パスがない場合は、この節の指示に従って、PATH環境変数を設
定してください。

MANPATH 環境変数を設定する必要があるかどうか判断するには以下を実行します。

% echo $PATH
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1. 次のように入力して、workshop マニュアルページを表示します。

2. 出力された場合、内容を確認します。

workshop(1) マニュアルページが見つからないか、表示されたマニュアルページが
インストールされたソフトウェアの現バージョンのものと異なる場合は、この節の指
示に従って MANPATH 環境変数を設定してください。

PATH変数および MANPATH 変数は、Cシェルを使用している場合はホームディレクト
リの下の .cshrcファイルに設定する必要があります。Bourneシェルか Kornシェル
を使用している場合は、ホームディレクトリの下の .profileファイルに設定する必
要があります。

� Sun WorkShopコマンドを使用するには、 PATH変数に以下を追加してください。

/opt/SUNWspro/bin

� manコマンドで、Sun WorkShopマニュアルページにアクセスするには、MANPATH
変数に以下を追加してください。

/opt/SUNWspro/man

注 – Sun WorkShopソフトウェアが /opt ディレクトリにインストールされていない
場合は、システム管理者に連絡してください。

PATH変数についての詳細は、csh(1)、sh(1) および ksh(1)のマニュアルページを
参照してください。MANPATH 変数についての詳細は、 man(1) のマニュアルページ
を参照してください。このリリースにアクセスするために PATH および MANPATH

変数を設定する方法の詳細は、『Sun WorkShop インストールガイド』を参照する
か、システム管理者にお問い合わせください。

内容の紹介
このマニュアルは次の章から構成されています。

% man workshop
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第 1章「Sun WorkShop マニュアルへのアクセス」では、利用できるマニュアル形式
と、インターネットおよびローカルシステムまたはネットワーク上にインストールさ
れた製品を通して Sun WorkShop 6のマニュアルへアクセスする方法について説明し
ます。

第 2章「Sun WorkShopマニュアルの変更点」では、Sun WorkShop 5.0のリリース以
後のマニュアルに加えられた変更点について説明します。

第 3章「必要なマニュアルの確認」では、主題別に Sun WorkShop 6のマニュアルを
示しています。

書体と記号について
このマニュアルで使用している書体と記号について説明します。

表 P-1 このマニュアルで使用している書体と記号

書体または

記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、
ディレクトリ名、画面上の
コンピュータ出力、コー
ディング例。

.login ファイルを編集します。
ls -aを使用してすべてのファイルを表
示します。
machine_name% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字
を、画面上のコンピュータ
出力と区別して表わしま
す。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123

または
ゴシック

コマンド行の可変部分。実
際の名前または実際の値と
置き換えてください。

rm filename と入力します。
rmファイル名と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『SPARCstorage Array ユーザーマニュア
ル』
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「」 参照する章、節、または、
強調する語を示します。

第 6章「データの管理」を参照してくだ
さい。
この操作ができるのは、「スーパーユー
ザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、
テキストがページ行幅を超
える場合、バックスラッ
シュは、継続を示します。

machinename% grep ‘^#define \

　XV_VERSION_STRING’

➤ 階層メニューのサブメ
ニューを選択することを示
します。

作成: 「返信」➤「送信者へ」

表 P-1 このマニュアルで使用している書体と記号 (続き)

書体または

記号 意味 例
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第1章

Sun WorkShopマニュアルへのアクセス

この章では、利用できるマニュアル形式と、インターネットおよびローカルシステム
またはネットワーク上で Sun WorkShop™ 6のマニュアルへアクセスする方法につい
て説明します。

マニュアル形式と要件
Sun WorkShop 6のマニュアルは、次の形式で提供されています。

HTML形式の Sun WorkShopマニュアルを表示するには、Netscape™ Communicator
4.0 または互換 Netscape バージョンを使用する必要があります。Netscape
Communicator は、Solars™ 7オペレーティング環境と Solaris™ 8オペレーティング
環境に含まれています。

Solaris 2.6 オペレーティング環境を使用していて Netscape Communicator 4.0 または
互換バージョンをお持ちでない場合は、Solaris 2.6 オペレーティング環境用の
Netscape Communicator 4.7 をダウンロードできます。

表 1-1 Sun WorkShop 6のマニュアル形式

内容 HTML ASCII 印刷物

マニュアル � �

オンラインヘルプ �

マニュアルページ � �

コンポーネントの README

ファイル
� �
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Netscape Communicator 4.7 をダウンロードするには、以下に示す Netscape
Communications CorporationのWeb サイトを参照してください。

http://www.netscape.com/ja/download/index.html

Sun WorkShop オンラインヘルプ (HTML 形式)は、JavaScrip™ が有効になっている
ことを前提としています (Netscapeのデフォルト設定では有効)。

関連マニュアル
以下の方法で、Sun WorkShop 6の関連マニュアルにアクセスできます。

� インターネットの docs.sun.com Webサイト
� Sun WorkShop 6のWeb サイト
� ローカルシステムまたはネットワーク上にインストール済みの Sun WorkShop製品

docs.sun.com Web サイト

インターネットのWebサイト、http://docs.sun.comから Sunの技術文書と製品
マニュアルにアクセスできます。このサイトでは、特定の本のタイトルで検索する
か、主題、マニュアルコレクションまたは製品別にブラウズできます。

このマニュアルの第 3章にも、主題、マニュアルコレクション、タイトルの順に分類
した Sun WorkShop 6のマニュアルの一覧を挙げてあります。

Sun WorkShop 6 の Web サイト

Sun WorkShop 6のWebサイト、http://www.sun.com/workshopでは、次に示
す Sun WorkShop 6マニュアルにアクセスできます。

� マニュアル
� オンラインヘルプ
� マニュアルページ
� コンポーネントの README ファイル
� リリースノート
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インストール済みの製品

Sun WorkShop 6の製品がインストールされている場合、以下のマニュアルを HTML
形式で表示できます。

� マニュアル
� オンラインヘルプ
� マニュアルページ
� コンポーネントの README ファイル
� リリースノート

HTML マニュアルは、AnswerBook2™マニュアルに代わるものです。AnswerBook2
マニュアルは、この Sun WorkShop リリースでは提供されていません。

マニュアルの HTML 版を表示するには、Netscape Communicator 4.0 または互換
Netscape バージョンを使用する必要があります。これらの Netscape バージョンをお
持ちでない場合は、Netscape Communicator 4.7をダウンロードできます。詳細は、1
ページの「マニュアル形式と要件」を参照してください。

注 – この節に記載されている情報は Sun WorkShop 6製品が /optディレクトリにイ
ンストールされていることを想定しています。Sun WorkShopソフトウェアが
/optディレクトリにインストールされていない場合は、正しいパスをシステム
管理者に連絡してください。

マニュアル

Sun WorkShop 6のマニュアルはすべて HTML形式で利用できます。

HTML 形式の Sun WorkShop 6マニュアルにアクセスするには、次のいずれかを実行
します。

� Sun WorkShop ウィンドウまたは Sun WorkShop™ TeamWareウィンドウで、「ヘ
ルプ」➤「オンラインマニュアルについて」を選択します。

� Netscape Communicator 4.0 またはその互換バージョンのブラウザで、以下のファ
イルを開きます。

/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html
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参照できる Sun WorkShop 6 HTML 文書の一覧がブラウザに表示されます。一覧にあ
るマニュアルを開くには、マニュアルのタイトルをクリックしてください。

オンラインヘルプ

Sun WorkShop は、Sun WorkShopおよび Sun WorkShop TeamWareのタスクごとに
広範な情報を集めた HTML 形式のオンラインヘルプシステムを提供しています。こ
のオンラインヘルプは、以下のいずれかの方法でアクセスすることができます。

� Sun WorkShop ウィンドウまたは Sun WorkShop TeamWare ウィンドウで「ヘル
プ」メニューを使用する

� Netscape ブラウザでファイル /opt/SUNWspro/docs/ja/index.htmlを開く

オンラインヘルプを表示するには、Netscape Communicator 4.0 またはその互換バー
ジョンが必要です。これらの Netscape バージョンをお持ちでない場合は、Netscape
Communicator 4.7をダウンロードすることができます。詳細は、1ページの「マニュ
アル形式と要件」を参照してください。

マニュアルページ

マニュアルページは、ASCII テキストまたは HTML 形式で利用できます。

� コマンド行で Sun WorkShopコマンドのマニュアルページにアクセスするには、コ
マンド行プロンプトで次のように入力します。

要求したマニュアルページが見つからないか、表示されたマニュアルページがインス
トールされたソフトウェアの現バージョンのものと異なる場合は、ix ページの「Sun
WorkShop開発ツールへのアクセス方法」の指示に従ってください。

� Sun WorkShop コマンドの HTML形式のマニュアルページにアクセスするには、
Netscape Communicator 4.0または互換ブラウザで次のファイルを開きます。

/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html

一覧に表示されたファイルを開くには、ファイルのタイトルをクリックします。

% man command
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コンポーネントの README ファイル

README ファイルには、Sun WorkShop 6コンポーネントの最新情報が記載されてい
ます。README ファイルは、ASCIIテキストと HTML 形式のものが用意されていま
す。

HTML 版の README ファイルにアクセスするには、Netscape Communicator 4.0ま
たはその互換バージョンのブラウザで次のインデックスファイルを開き、表示したい
マニュアルのタイトルをインデックス内でクリックしてください。

/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html

テキスト版の README ファイルにアクセスするには、以下を実行します。

1. コマンド行で次のコマンドを入力します。

2. 次のように入力して README ファイルを表示します。

リリースノート

『Sun WorkShop 6リリースノート』は、HTML形式でアクセスできます。Netscape
Communicator 4.0またはその互換バージョンのブラウザで次のインデックスファイル
を開き、リリースノートファイルへのリンクをクリックしてください。

/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html

% cd /opt/SUNWspro/READMs
% ls

% more readme-filename
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第2章

Sun WorkShopマニュアルの変更点

この章では、Sun WorkSho™ 5.0 のリリース以降のマニュアルに加えられた変更点に
ついて説明します。

新しいマニュアル
このリリースでは、新しく次のマニュアルが追加されました。

� 『Fortran 95区間演算プログラミングリファレンス』– Fortran 95コンパイラに
よってサポートされる組み込み INTERVALデータ型について説明しています。

� 『Sun Performance Librar User’s Guide』–線形代数で発生した問題の解決に使用
されるサブルーチンと関数のコレクションである Sun Performance Library のサン
固有の機能の使用方法について説明しています。

� 『Sun WorkShop の新機能』– Sun WorkShopの現在のリリースでの新機能につい
ての情報を記載しています。

HTML形式のマニュアル
以前の Sun WorkShopリリースでは、HTML形式で利用できないマニュアルもありま
した。今回のリリースでは以下の Sun WorkShop 6マニュアルが HTML形式で提供さ
れており、Netscape™ Communicator 4.0またはその互換バージョンのブラウザで
ファイル /opt/SUNWspro/docs/ja/index.htmlを表示してアクセスできます。

� すべてのマニュアル
� オンラインヘルプ
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� マニュアルページ
� コンポーネントの README ファイル
� リリースノート

注 – Sun WorkShopソフトウェアが /optディレクトリにインストールされていない
場合は、システム管理者に連絡してください。

『Sun WorkShop 6リリースノート』
HTML 形式の『Sun WorkShop 6リリースノート』は、以前の READ_ME_FIRSTファ
イルに代わるものです。このリリースノートは、Sun WorkShopソフトウェアのイン
ストール時にインストールされます。Netscape Communicator 4.0 または互換
Netscape バージョンブラウザで次のファイルにアクセスし、リリースノートファイル
のリンクをクリックしてください。

/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html

注 – Sun WorkShopソフトウェアが /optディレクトリにインストールされていない
場合は、システム管理者に連絡してください。

『プログラムのパフォーマンス解析』
『プログラムのパフォーマンス解析』とオンラインヘルプは、Sun WorkShop製品の
コンポーネントである標本アナライザと標本コレクタの主な変更点を反映するように
書き直されています。
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『Sun WorkShopの概要』
『Sun WorkShop の概要』は、以前の『Sun WorkShop入門』に代わるものです。
『Sun WorkShop の概要』は、Sun WorkShop統合プログラミング環境の基本的なプ
ログラム開発機能を紹介するとともに、段階的な操作説明と、コンセプトおよびウィ
ンドウの詳細が記載された Sun WorkShop のオンラインヘルプのセクションへの参照
を示します。
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第3章

必要なマニュアルの確認

この章では、以下の主題別に Sun WorkShop™ 6のマニュアルを示しています。

� 「インストールとライセンス」
� 「リリースマニュアル」
� 「プログラミングツール」
� 「プログラミング言語」

各主題ごとに、表を使用して関連するマニュアルタイトルと説明を示します。表の上
部のタイトルは、マニュアルコレクションの名前です。Webサイト docs.sun.com

から、特定の本のタイトルで検索するか、主題、マニュアルコレクションまたは製品
別にブラウズできます。インターネットおよびローカルシステムまたはネットワーク
上にインストールされた Sun WorkShop 製品を通してマニュアルにアクセスする方法
については、2ページの「関連マニュアル」を参照してください。
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インストールとライセンス

リリースマニュアル

表 3-1 Forte Developer 6 / Sun WorkShop 6インストールコレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

Sun WorkShop インストールガイド Sun WorkShop 6開発ツールのインストー
ル、ライセンスの取得とインストール、Sun

WorkShop ソフトウェアの削除、およびイン
ストールに関連した問題の解決方法について
説明しています。

Sun WorkShop インストールとライセ
ンス

ライセンスサーバーの構成、ライセンスの管
理、およびライセンスの証明書情報について
説明します。

表 3-2 Forte Developer 6 / Sun WorkShop 6リリースマニュアルコレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

Sun WorkShop 6 マニュアルの概要 Sun WorkShop 6で使用可能なマニュアルと
そのアクセス方法について説明しています。

Sun WorkShop の新機能 Sun WorkShop の現在のリリースにおける新
機能についての情報を記載しています。

Sun WorkShop 6 リリースノート インストールの詳細と Sun WorkShop 6最終
リリースの直前に判明した情報を記載してい
ます。このマニュアルはコンポーネントごと
の README ファイルにある情報を補足する
ものです。
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プログラミングツール
この節では、次の事項について説明します。

� Forte™ Developer 6 / Sun WorkShop 6
� Forte™ TeamWare 6 / Sun WorkShop™ TeamWare 6
� Forte Developer / Sun WorkShop Visual 6

Forte Devloper 6 / Sun WorkShop 6

Forte TeamWare 6 / Sun WorkShop TeamWare 6

表 3-3 Forte Devloper 6 / Sun WorkShop 6コレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

プログラムのパフォーマンス解析 新しい標本コレクタと標本アナライザの使い
方について説明しています (上級者向けのプ
ロファイル事例と説明付き)。コマンド行解析
ツール er_print、ループツール、ループレ
ポートユーティリティおよび UNIXプロファ
イルツール prof、gprof、tcovについての
情報も含んでいます。

dbx コマンドによるデバッグ dbx コマンドを使ってプログラムをデバッグ
する方法について説明しています。

Sun WorkShop の概要 Sun WorkShop 統合プログラミング環境の基
本的なプログラム開発機能について説明して
います。

表 3-4 Forte TeamWare 6 / Sun WorkShop TeamWare 6コレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

Sun WorkShop TeamWare

ユーザーズガイド
Sun WorkShop TeamWareコード管理ツール
の使用方法について説明しています。
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Forte Developer / Sun WorkShop Visual 6

プログラミング言語
この節では、次の事項について説明します。

� Forte™ C 6 / Sun WorkShop™ 6 Compilers C
� Forte™ C++ 6 / Sun WorkShop™ 6 Compilers C++
� Forte™ for High Performance Computing 6 / Sun WorkShop™ 6 Compilers

Fortran
� Forte™ / Sun Performance Library™ 6
� 数値計算ガイド
� 標準ライブラリ
� Tools.h++7

表 3-5 Forte Developer / Sun WorkShop Visual 6コレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

Sun WorkShop Visual

ユーザーズガイド
C++ と Java™の GUI (グラフィカルユーザー
インタフェース)を Sun WorkShop Visualを
使用して作成する方法について説明していま
す。
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Forte C 6 / Sun WorkShop 6 Compilers C

Forte C++ 6 / Sun WorkShop 6 Compilers C++

『Sun WorkShop Memory Monitorユーザーズガイド』は、Cおよび C++のメモリー
管理で生じた問題を Sun WorkShop Memory Monitor で解決する方法について説明し
ています。このマニュアルはインストールした製品からのみ参照可能で、
docs.sun.com Webサイトで参照することはできません。このマニュアルにアクセ
スするには、Netscape Communicator 4.0 またはその互換バージョンのブラウザで次
のファイルを開きます。

/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html

一覧にあるマニュアルを開くには、マニュアルのタイトルをクリックしてください。

表 3-6 Forte C 6 / Sun WorkShop 6 Compilers Cコレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

Cユーザーズガイド C コンパイラオプション、サン固有の機能 (プラグマ、 lint ツー
ル、並列化、64 ビットオペレーティングシステムへの移行および
ANSI/ISO 準拠 C) について説明しています。

表 3-7 Forte C++ 6 / Sun WorkShop 6 Compilers C++ コレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

C++ ライブラリ・リ
ファレンス

C++ライブラリについて説明しています。C++ 標準ライブラリ、
Tools.h++ クラスライブラリ、Sun WorkShop Memory Monitor、
Iostream および複素数の情報も含みます。

C++ 移行ガイド コードを本バージョンの Sun WorkShop C++ コンパイラに移行する
方法について説明しています。

C++ プログラミング
ガイド

新しい機能を使ってより効率的なプログラムを記述する方法につい
て説明しています。
テンプレート、例外処理、実行時の型識別、キャスト演算、パ
フォーマンス、およびマルチスレッド対応のプログラムに関する情
報も記載されています。

C++ ユーザーズガイ

ド

コマンド行オプションとコンパイラの使い方についての情報を記載
しています。
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注 – Sun WorkShopソフトウェアが /optディレクトリにインストールされていない
場合は、システム管理者に連絡してください。

Forte for High Performance Computing 6 / Sun WorkShop
6 Compilers Fortran

Forte / Sun Performance Library 6

表 3-8 Forte for High Performance Computing 6 / Sun WorkShop 6 Compilers Fortran
77/99コレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

Fortran ライブラリ・
リファレンス

Fortran コンパイラによって提供されるライブラリルーチンの詳細に
ついて説明しています。

Fortran プログラミン

グガイド

入出力、ライブラリ、プログラム分析、デバッグおよびパフォーマ
ンスに関連する内容を記述しています。

Fortran ユーザーズガ

イド

コマンド行オプションとコンパイラの使い方についての情報を記載
しています。

FORTRAN 77 言語リ
ファレンス

Fortran 77 言語の包括的な参照情報を記載しています。

Fortran 95 区間演算

プログラミングリ

ファレンス

Fortran 95 コンパイラによってサポートされる組み込み INTERVAL
データについて説明しています。

表 3-9 Forte / Sun Workshop Library 6コレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

Sun Performance
Library Reference (英
語のみ )

コンピュータによる線形代数および高速フーリエ変換を実行するサ
ブルーチンと関数の最適化ライブラリについて説明しています。

Sun Performance
Library User’s Guide
(英語のみ )

線形代数で発生した問題の解決に使用されるサブルーチンと関数の
コレクションである Sun Performance Library のサン固有の機能の
使用方法について説明しています。
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数値計算ガイド

標準ライブラリ

Tools.h++ 7

表 3-10 数値計算ガイドコレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

数値計算ガイド 浮動小数点演算における数値の精度に関する問題について説明して
います。

表 3-11 標準ライブラリ 2コレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

Standard C++

Library Class

Reference (英語のみ)

標準 C++ の詳細について説明しています。

標準 C++ ライブラ
リ・ユーザーズガイ
ド

標準 C++ ライブラリの使用方法について説明しています。

表 3-12 Tools.h++ 7 コレクション

マニュアルタイトル 内容の説明

Tools.h++ 7.0 クラス
ライブラリ・リファ
レンスマニュアル

C++ クラスを使用して、プログラム効率を向上させる方法について
説明しています。

Tools.h++ 7.0 ユー
ザーズガイド

Tools.h++ クラスライブラリの詳細について説明しています。
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